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■ 推進組織
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■ カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
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ྉࡐ 安定供給も考えた再生材調達やバイオ材の利用拡大などを
図っていきます。

ઃܭ 軽量化設計をはじめとして、易解体設計、コンパクト設計
などを図っていきます。

Ϟϊͮ Γ͘ 日常改善はもとより、工程のコンパクト化・熱エネルギー
低減など革新工程の導入や水素利活用の検討も進めていき
ます。

ճऩɾ࠶ੜ 工場内の廃棄物の極小化を計画的に進めるとともに、市場
からの部品回収のシステム構築なども進めていきます。

環境組織体制図
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※ カーボンニュートラル・環境委員会の位置づけは、「 コーポレート・ガバナンスの体制図（P71参照）」による
カーボンニュートラル・環境委員会、生産環境部会各分科会から工場などへの展開は、各工場ISO14001システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています。

中長期目標の
策定と実現に
向けた施策や
課題の議論 短・中期目標達成に

向けた具体策や
課題を議論

環境配慮の製品・技術開発の推進管理

生産工程から排出物を出さない施策や
技術開発と推進管理

SOC規制対応などと品質管理システム整備

海外グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

国内グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

品質分野

生産分野

製品分野
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カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
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■ カーボンニュートラル促進プロジェクト
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体制
社長をトップに、プロジェクトリーダーを副社長が務め、
コアメンバーを部門長以上で構成し、スピード感をもっ
て経営的な判断を即断即決で推進できる体制

活動 各タスクは関係部門長がリーダーとなり活動を推進
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● IRの情報収集と展開
● 政府・顧客・部工会などの
　情報収集と展開
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● CO2排出量と低減量の視える化
● 目標設定の項目
　  ①中長期目標の設定
　　（2050年、2030年、2025年）
　  ②カテゴリー（Scope３）単位の
　　目標細目化
　  ③テーマごとの目標設定
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● 戦略的な低減の切り口、着眼点抽出
● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる実行テーマの抽出
● 環境投資の定義、財務影響の明確化と予算化

カーボン
ニュートラルの実現


